
2016年度 聖路加国際大学 研究倫理審査委員会 議事録要旨 

 

日 時： 2016年8月9日（火） 18：00 ～19：05 

場 所： 聖路加国際大学 1階 大会議室 

議 長： 萱間 真美（委員長） 

出席委員： 萱間真美、鶴若麻理、菱沼典子、片岡弥恵子、小野若菜子、小林京子、宮坂勝之、松井 陽、 

 中村めぐみ、墨岡 亮、鐘ヶ江眞知恵、神里彩子 

欠席委員：小松康宏、児玉安司 

 （出席者 12人をもって、委員会の成立） 

 

1. 審議事項：新規申請（本審査） 、司会：委員長 萱間真美 
① 橋本 奈央子（周麻酔期看護学 修士課程2年） 

「全身麻酔下に手術を受ける経口挿管患者における口腔内細菌数と口臭の観察研究」 

研究責任者（橋本 奈央子氏）より、研究の概要等について説明が行われた。 

質疑応答の上、研究実施の妥当性について審議した。 

 

【審議結果】  条件付き承認 

 

 

② 長松 康子（国際看護学 准教授） 

「定住型中高年在日外国人の生活習慣病リスク調査」 

研究責任者（長松 康子准教授）より、研究の概要等について説明が行われた。 

質疑応答の上、研究実施の妥当性について審議した。 

 

【審議結果】  条件付き承認 

 

 

③ 長松 康子（国際看護学 准教授） 

「遺族から見た終末期胸膜中皮腫患者のQOLと遺族自身のQOL調査」 

研究責任者（長松 康子准教授）より、研究の概要等について説明が行われた。 

質疑応答の上、研究実施の妥当性について審議した。 

 

【審議結果】  条件付き承認 

 

 

2．審議事項：継続審査について、司会：委員長萱間 真美 

①審査番号15-075：入江 佳子 （看護情報学 博士後期課程2年） 

「遺伝性乳がんハイリスク患者の家族との情報共有に関するニーズ調査」 

 

事務局より、実施状況について説明が行われた。 

委員から異議はあがらず、審議参加者全員一致により承認、となった。 

 

 

3．報告事項：新規申請の承認 

迅速審査及び書類審査該当の新規申請研究について、下記の通り報告された。 

整理 
番号 

研究課題名 所属 職種 研究責任者 

16-A025 水俣市保健所母子健康記録表調査 
国際看護

学 
教授 大田 えりか 



16-A030 

「夜勤業務のタイムマネジメントのために優先順位の判断が必要な場面

での新人看護師への教育的支援 ―独立して患者担当を開始した時期

の事例研究―」 

看護教育

学 

修士課程

2年 
小松 美緒 

16-A032 
新人看護師が日常的に廃用症候群予防ケアを提供するための教育的

支援 

看護教育

学 

修士課程

2年 
安田 侑里子 

16-A006 
集中治療室に再入室を繰り返す慢性心不全患者がその体験を踏まえて

急性増悪を予防するための退院後の療養行動に関する認識 

急性期看

護学 

修士課程

2年 
野村 志帆 

16-A015 
赤ちゃんと触れ合う体験が唾液中オキシトシンおよびコルチゾールに与

える影響 
助産学 

博士後期

課程2年 
鎌田 希 

 

 

4．報告事項：既承認研究の軽微な変更、実施状況報告 

既に承認されている研究の審査について、下記の通り報告された。 

審議 
事項 

整理 
番号 

研究課題名 所属 職種 
研究 
責任者 

変更

申請 
15-A034 

精神障害者の地域生活支援の在り方とシステム構築に関する

研究 「精神科重症患者早期集中支援管理料」に関する実態調

査 

精神看護

学 
教授 萱間 真美 

変更

申請 
15-A049 

精神疾患の医療計画と効果的な医療連携体制構築の推進に関

する研究 精神科訪問看護提供体制の現状把握と評価に関す

る研究 

精神看護

学 
教授 萱間 真美 

変更

申請 
16-A005 

終末期がん患者の療養場所選択に関する意思決定の関連要

因と遺族が抱く後悔との関係 

がん看護

学・緩和

ケア 

修士課程

2年 
沖村 愛子 

 

 

5．その他審議・連絡 

① 委員長より、今月の審議・報告課題に関し利益相反の申告がない旨、委員へ確認があった。申告のある委員はいな

かった。 

 

 

6．次回委員会開催連絡 

次回の研究倫理審査委員会日時：2016年9月20日 １8：00～ （1階 大会議室）にて開催。 


